
研究概要と達成状況

環境政策等への貢献
⚫ 本研究で開発した技術は、アスベスト規制に関わる行政職員が大気中に飛散したアスベストを迅

速にスクリーニングできる監視指導ツールとして環境政策に貢献できる。

研 究 課 題 番 号 【5RF-2201】

研 究 領 域 安全確保領域

研 究 課 題
「建築物の解体現場等において現場判定を可能とする大気飛散アスベ
スト検出技術の開発」

研 究 代 表 者 （ 所 属 ） 濱脇 亮次（広島県立総合技術研究所保健環境センター）

研 究 期 間 2022年度～2023年度

研 究 キ ー ワ ー ド
アスベスト、解体現場、迅速検出、N,N'-ジエチル-p-フェニレンジア
ミン(DPD)

環境研究総合推進費終了研究成果サマリー

研究目標：行政職員が立入検査の場で活用できる大気飛散アスベスト迅速検出技術の開発
（建築物の解体現場等において、大気粉じん中のアスベスト濃度（1f/L）を検出可能とする検出技術の開発）

建築物の解体工事

アスベストサンプリング
（アスベストモニタリングマニュアル第4.2版）

公定法

フィルター上に
現場の大気粉じんを捕集

位相差顕微鏡 走査型電子顕微鏡

結果判明までに
時間を要する
（数日～1週間）

簡易的な現場観測ツールが
存在しない。

本研究に活用する技術
（建材中の迅速アスベスト検出技術）
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(2)研究達成状況

NH2N

DPD

アスベスト
（Asb）

NH2N

発色剤（DPD）

NH2N

DPD

感度向上剤

(1)研究概要

アスベストモニタリングマニュアルに示された方法により採取したフィルターを用いることで、
10分以内に大気中のアスベスト繊維濃度(1.0f/L)を検出する技術を開発した。
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